
最近，日本 IBM中興の祖といわ

れる椎名武雄氏（同社最高顧問）が

「外資と生きる」という本を出版さ

れた．ここには，100%外資系企業

の中で生きた，氏の壮絶な戦いが記

されている．

この本にも出てくるが，氏の有名

な言葉に「Sell IBM in Japan, Sell

Japan in IBM」というのがある．日

本 IBMの経営者として，日本市場

において IBM製品を売りさばくこ

とはもちろんだが，その一方で，全

IBMの中で日本法人を売る，つまり

日本式経営を認めさせることも同じ

ように重要だというものだ．

名言である．外資系企業の日本法

人は，それだけ日本の経営基盤とそ

の体制というものをアピールしてい

かなければ，生き延びて行けない．

椎名氏はこの言葉どおり，18年

間の長きにわたり日本 IBMの社長

の座にあって，見事に日本式経営と

いうものを本社に認めさせた．それ

によって IBMは日本の企業として

その地位を確立．その後は，社長を

初めとする経営陣も，すべて日本法

人の手によって決められてきて

いる．

しかし，これは特殊な例といわざ

るを得ない．今，多くの日本の外資

系企業は，本社の思惑で右往左往し

ているのが現状だ．売上げが伸び悩

めば，すぐにリストラ（事業の再編）

が行われる．

ゲートウェイの例のように，本社

によるアジア市場からの突然の撤退

命令で，翌日には日本法人のオフィ

ス自体が閉鎖されるという事態も現

実のものとなってきた．製品開発計

画の変更，見直しは日常茶飯事．せ

っかく営業マンが商談を勝ち取って

も，日本は後回しにされて製品その

ものが入ってこないというケースも

よくある．

業務命令そのものも日本法人の経

営者の頭を越えて，直接本社の各部

門から日本のスタッフに降りてくる

ことが多い．スタッフの人事権も本

社が握っていて，「これは使える」

と認められると，日本法人の事情な

どお構いなしに，本社に“召し上げ

られる”ということもある．

これでは日本法人はたまったもの

ではない．企業だから業績がすべて

を左右するといってしまえばその通

りかもしれないが，あまりにも本社

の意向優先で，日本の立場など一顧

だにされていない気がする．

日本 IBM中興の祖，椎名氏はこ

うした本社の強権力と戦ってきたの

である．しかし，グローバリゼーシ

ョンの進展とともに，「Sell Japan in

○○」のような強い意志を持った経

営者は少なくなったことも確かだ．

こうした中で，さきごろちょっと

変わった出来事が外資系日本法人で

あった．日本SGIのケースだ．

SGI（旧シリコングラフィックス）

といえば，プロ好みのグラフィック

ス・コンピュータやHPTC分野をタ

ーゲットにしたスーパーコンピュー

タで多くの信奉者を抱えるコンピュ

ータ・ベンダ．この会社がNECお

よびNECソフトの資本参加を得て，

日本企業となった．日本企業に外資

が入り，突然外人の経営者がやって

くるというのはよく聞く話だが，そ

れとはまったく逆の展開だ．

このいきさつを新聞は，「日本
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銀行，損保などの金融をはじめ，通信，自動車，さらには食品，小売りなども含

め，あらゆる業界において外資系企業の攻勢が目立ってきた．コンピュータのハー

ド，ソフトなど IT業界においては，国産ベンダは永年外資系企業と攻防を繰り広げ

てきた長い歴史を持つ．特に最近は，グローバル・ネットワークであるインターネ

ットの普及などによって，外資の勢いがさらに目立つようになってきた．しかしこ

うした中で，日本企業としての経営を守るユニークな取組みも行われている．
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SGI，NECの子会社に」と書いた．

その通りかもしれない．10月26日，

米SGIが発表したところによると，

NECサイドは115億円の資金をもっ

て，NECが米SGI株の40%，NEC

ソフトが米 SGI株の 20%を取得し

た．NECと米SGIは 40%ずつで並

ぶが，NECグループということで

いえばNECとNECソフトは合計

60%の株式を握り，米SGIを上回る．

つまり，日本SGIはNECグループ

の子会社ということになる．

このような，「日本SGIがNECの

子会社になる」といういわばネガテ

ィブな見方の背景には，SGIの長引

く業績低迷があった．

米 SGIは 1982年にシリコンバレ

ーで創業以来，コンピュータ・グラ

フィックス分野で急成長を遂げてき

た．1990年代に入っても，今日の

ブロードバンド時代を見越して，ビ

デオ・オン・デマンドで先進的な実

験を始めるなど，その勢いは増す一

方だった．

しかし 1996年，当時，スーパー

コンピュータ市場に君臨していたク

レイを買収したあたりから様子がお

かしくなってくる．クレイが開発途

中だったスーパーコンピュータのチ

ップの設計が不完全だったため，こ

れを買収したSGIはその後始末に追

われ，業績がストップ．その後遺症

から脱せない日々が続いていた．

そこで，NECが日本法人である

日本SGIを子会社にする代わりに，

米SGIに資金を投入したというのが

マスコミの見方だ．

しかし，よくよく話を聞いてみる

と，単なる“子会社化”というのは

真相とは異なる．この裏には外資系

日本法人の新たな戦いという図式が

見えてくる．

椎名氏が世界の IBMの中で日本

を売り込んだように，日本SGIは業

績低迷を続けるSGIの中で日本法人

を守るため，今回のNECとの提携

を仕組んだのである．日本法人を守

り，社員を守り，顧客を守り，そし

て日本 SGIのパートナーを守るた

め，という大きな計画があった．資

本の論理に負けて，NECの軍門に

下ったという単純なものではないら

しい．

日本SGIは，本社である米SGIと

は反対に順調な業績を繰り返してい

た．1998年10月に就任した和泉法

夫社長のもとで次々と改革を実行，

それまでのワークステーション・ビ

ジネスからサーバ・ビジネスへのシ

フトなどを進め，日本法人はその後

対前年度比 2桁の成長を遂げてい

る．世界のSGIの中でも，きわめて

優良な法人となっていた．

その優秀な日本法人が考えたの

は，米本社の業績に左右されない日

本法人としての確固たる体制であっ

た．業績低迷にあえぐ米SGIは，突

然大転換を打ち出すかもしれない．

大幅な事業縮小はいうに及ばず，ゲ

ートウェイのように，突然日本法人

が事業所を閉鎖せざるを得ない状況

が訪れるかもしれない．

実は，こうした状況をにらんで日

本SGIが考えたのがNECグループ

による資本参加と，それによる日本

SGI自身の“日本化”であった．資

本も含めて日本法人としての地位を

確立すれば，米本社に何があろうと

も生き延びることができる．

これは，日本 IBMの椎名氏の取

組みとはまた別の，きわめて大胆な

日本法人のアピールといわざるを得

ない．そのシナリオを描いたのは，

日本SGIの和泉社長だといわれてい

る．氏が，旧知の仲であるNECソ

リューション社長（NEC専務）の金

杉明信氏に働きかけ，NECサイド

から多額の資金導入を取り付けた．

これによって米SGIは経営基盤を安
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定化させた．

その一方で新生・日本SGIはSili-

conGraphicsというロゴやOriginな

どの商標を入手している．つまり，

米SGIにいかなる危機が訪れようと

も，日本法人がSGIの名を継承する

ことができるのである．

実は，N E Cが今回 S G Iの株式

60%を取得するために支払った115

億円（SGIの株式60%に相当）とい

う額は，米SGIの時価総額を大きく

上回っている．当時の株価と発行済

み株式を掛け合わせれば，米SGIの

価値は100億円程度に過ぎない．日

本SGIはその約倍の200億円程度の

値をつける企業に育っていたのであ

る．だからこそ実現できた“日本化”

ということができる．その意味で，

今回の資本提携は外資系 IT企業と

しての1つのサクセス・ストーリー

ということができる．

外資100%の企業が日本化を進め

るというケースは，IT業界では初

めての出来事である．日本SGIが今

後，どのように進んでいくかはまだ

見守るしかないが，椎名氏の掲げた

スローガンのように，“Sell Japan in

SGI”を果たしたことだけは事実で

あろう．
（平成13年11月21日受付）
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